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(2) 机上面照度に関する検討 

図 7 に現在の照明器具の配置と照明器具を 44 本配置

した場合（図 7）の照度の計算結果を示す。現在の照明

器具の配置ではすべての評価点で照度が 100lx を下回

ったのに対し、照明器具を 44 本配置した条件では全て

の測定点で 300lx を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7 評価点ごとの照度 
 

(3) 照明器具の点灯本数の検討 

44 本の照明器具を配置したシミュレーション結果で

はどの評価点でも 300lx を上回る結果となった。そこで

照明器具の点灯本数を減らした条件を設定し、照度の検

討を行った。また学習スペースであるゾーン A に評価点

を増やし照度分布の検討も行った。照度器具の点灯本数

は現状の照明器具の本数である 4 本、計算により必要本

数を求めた 44 本に加え新たに 12 本、20 本、24 本、36

本で検討を行い、配置名称はそれぞれ CASE4、CASE44、

CASE12、CASE20、CASE24、CASE36 とした。各 CASE の照

明器具配置を図 8 に示す。 
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図 8 CASE 別照明器具配置図 
 

(4) 点灯本数別の照度 

図 9 及び図 10 に昼間（12:00）と夜間（20:00）での

各 CASE のシミュレーション結果を示す。12:00 で 300lx

を上回る結果を得たのは CASE36 及び CASE44 となり、

20:00 では CASE44 のみが 300lx を上回る結果となった。 
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  図 10 本数別照度（20:00） 
 

(5) ゾーン A における照度 

ゾーン A における 12:00 と 20:00 での照度分布のシミ

ュレーション結果を図 11 及び図 12 に示す。分布の評価

は 0.2ｍ間隔で行った。12:00 では、CASE4 及び CASE12

以外で 300lx を上回る結果となった。20:00 では、

CASE36 及び CASE44 の配置のみ 300lx を上回る結果とな

った。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊（）内は 300lx 以上の割合を表す 

  図 11 ゾーン Aにおける CASE 別照度結果（12:00） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊（）内は 300lx 以上の割合を表す 

  図 12 ゾーン Aにおける CASE 別照度結果（20:00） 
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